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東アジア近代における知の再編成をめぐって
一 日文研 国際シ ンポ ジ ウム2008
序
国際 日本文化研究センターは、東アジア近代にお ける知の再編成 をめ ぐって、中
国、韓国、台湾の研究者 と様 ざまなかた ちで共同研究 を進めてきた。われわれが知
的秩序を考察の対象にす えるのは、二〇世紀後期 に国際情勢が大きく変化 し、また
地球環境問題 など地球規模で考 えな くてはな らない課題 が突きつけ られている現実
に対 して、近代の知の しくみ と価値観では対処 しきれな くなっていること、その反
省 に立って、新たな学問の創成 を目指すか らにほかな らない。
東アジアの伝統文化は一九世紀か ら二〇世紀を通 じて、西欧近代文明を受 け入れ、
大 きく変貌を遂げてきたことは疑 えない事実だが、「東アジアの伝統文化」は、その
よ うに一言でまとめ うる同一性 をもちなが ら、 しか し、 日中朝 にはそれぞれ独 自の
文化が展開 していた し、「西欧近代」の受け入れ方 も、それぞれの歴史的文化的条件
によってちがっていた。 また二〇世紀への転換期 からは、 日本帝国主義が東アジア
に支配地域を拡大 し、それ に伴 って、いわゆる文化侵略も起 こり、西欧近代の影響
を受けた、 しか し、西洋 とは異 なる一定の文化的同一性 が作 り出されていった。 も
ちろん、それも各地域 ごとに異 なる様相 を呈 したものだった。知的秩序も、その例
外ではない。
第二次大戦後の冷戦秩序は、中国大陸 と台湾に異な る国家を、また朝鮮半島には
ふたつの国家を併存 させ 、 日本 をふ くめて、それ ぞれの間の文化的交流は著 しく阻
害 された。 これ によって、地域 間の文化的差異は著 しく開いた。そ して、前近代 と
近代のそれぞれの 自国文化 に対す る認識は、この期問 につ くられたものが、今 日ま
で主流 となっている。
しか し、二〇世紀後期 の国際情勢の変化 と地球規模での交通 ・通信網の著 しい発
達は、東 アジア全域の文化交流を急速 に促進 している。 その交流 も世界に開かれた
もの として展開してお り、閉鎖 的な文化空間を形づ くるものではあ りえない。そ し
て、それ によって、今 日の東アジアそれぞれの地域 における知的秩序 も、大きく変
容 を受けている。
その変容のひ とつに トランス ・カル チュア、 トランス ・ナシ ョナ リズムの動きの
ひろが りがある。 これは、近代を通 じて、それぞれ に異なる国民国家体制の下で進
展 した 「文化」や 「民族 主義」を超えて、互いに他 を鏡 とし、 自らの独 自性を相対
化 しうる知的主体のあいだにネ ッ トワー クを作 り出そ うとす る運動である。
国際 日本文化研 究セ ンターは国際的 ・学際的な 日本研 究のために創設 された機関
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であり、また、その任 に答 えるべ く運営 されてきた。 この知の運動 とは十分に同調
しうるし、積極的にその運動に場所 を提供 し、かつ、その一端を担 うべ きであろう。
総 じて、東 アジア近代における知の再編成 を対象 とす る研究は、今 日的課題 であ
り、かつ、今 日の国際学術の動 向に もよくかなったものであるといって よい。継続
的に拡大、深化 をはかってゆくべ きものと思 う。
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